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元素の名称とその

南宋

元素の概念は背くから存在した山バヒ原ニア人とエ

ジプト人とは植界の篤五構成元素として水を考えつ

いで空気を土をを考え危｡ミレトスの哲学者アナタシ

マンド轡ス(紀元前6互⑪～§婚)はさらに第遂の売薬と

して火を加え淀､ギリシアのアリストテレス(紀元

前384～322)は地上のものは土｡水･空気･火からな

るが天空はいりそう純粋な元素である窮弩元(工一テ

ノレ)からで蜜て潟ゆ朽もることなく永遠であるとした.

これに対し風イスの医学者パラケルスス(螂3～脳1)

は物質界の根本は錬金術者のいう対立物質のイオウと

水銀ぽ中性の塩を加免花3元素である些識いた,

これら在来の元素観を批判し科学的紀元素を定義し

たのはイキジスの化学者1物理学者である斌イル(エ627

～螂五)であり淀､彼は元素を｢他のどのよう恋物

質からもつくられていない混りもののない物質｣とし

｢混合物といわれるすべてのものを直接はつくりあげ

る成分であり混合物をそれ以上分解できないまでに分

解篶淀究極の成分コである&しだ｡篶かし斌イルは

何沸元素かを具体的随指添するζ&はできなかりた山

フランスの化学者ラ泰アジエ(雌3～蝸遂)は添イノレ

よりいっそう明瞭紘元素を定義し㌦つの化学的元素

とは化学分析がそ忍へ頚臆した実際のものJつ凄り

化学的手段によってそれ次り簡単なも剛副ま分解され

ない物質を元素とし実際に33の元素を定めた抽

こうしてボイルおよびラ我アジュにより元素の科学

的定義が下されたが当時の新元素の発見は特有な化

学反麻をたより紀試行錯誤的に行なわれたものである埴

その後化学分析秘次第紀系統化され蝸⑪年がら工830

年紀かけて約3⑪の新元素秘発見巷れ慈ら1びイッの

化学宥ブン省ン(捌五～189蔓)と物理学者キルなボッフ

(蝿泌～螂7)とが185蝉随分洗器を考案しそれを使

って数多くの新元素の発見が行なわれ花山

五860年代にはいりこのよ夢にして発兇慈れた諾元素

を関係のある鮮に分類しようという試みがなされた､

そのなかでも有名なのは嚇9隼はタイツのマイヤｰ

(1830～1895)と繍シアのメンデレエフ(1834～1907)

とが行なった禿窮の周期表を猫く試みである｡とくに

メンデレエフは周期表の串に未発見の元素が占めるは

ずの空位があるこをを強調し麓くほどの正確さでそ

青木鑑和

の性質を予見した｡この周期表に欠けている元素を見

つけるべく種冷の試み淋なされ蝸75年のガリウムの

発屍をはじめをしζれらの元素はすべて相ついで発見

され花軸巷らに五鑓O牢記アメジ湾のロｰレンス(蝿01

～)ら淋サイク濠ト減ンを発明しそれを利用する

ことによ欄て多くの人工元素が作り出され現在では

水素から濠一レンシウムは至る凄での叉03の元素の存在

が確認されている.

以上が=元素の概念の確立および発見の大まかな歴史で

ある淋ユ03の元素秘いつどこで誰によりて発見

されどんな名称を如卿なる理臨で名付けられたかは

なは芯興味ある問題の五つで元素をそのような方面か

らながめるのも面白いと思ラ申以下国際純粋応用化

学連合(工UPAC)カミ1957年に制定した元素記号を

アルファベッド順にならべそれに従って各元素の簡単

な発見吏を詞す由謹書方の順序は元素記号原子番

号買椎名英名の順で本文はその元素の発見の歴史

と塙前の由来などを空として記した.

A竃8霧アク繁ニウム級6械凧細馳1899牢

フランスの芦ビェル渓がピッ賛ブレンドからウランを取

除い花捜査を酸性溶液としそ棚げシモ黒アを加えて生

む花挽殿物刺こ見出し花｡放射能壷屯つところからギ

リシア蓄蕎の鼠kti饅(放射線)よリ命名.

ム露雛銀翻伽鮒紀元前遂世紀の頃から装飾

品麦して用いられていたおが国では天賦天皇s年

(675)3肩に対馬の国守が初めて銀登貢上した記載が員

本書細ζみられる,語源不詳｡元素記号はラテン語の

勧聡鋤触鰍(臼く輝く)紀由来する血

底蔓翌議アル嚢果勿ム銚徽滋嚢ぷ唖醜(来園では

騒蓬鰍董醐麟)紀元節5世紀頃には明ばん類梯収散剤

や媒染剤をして使われて潟費名称も茅矛ン語の出men

(鯛ばん)終爾来する､デンマｰクの物理学脊1化学者

蝋減ルスヂ芦淋ユ8麟隼紀無水塩化ηバニウム&カリウ

ムアマルがムを反応慈せ生じ花アルミ黒ウムァマルカム

から水銀を蒸留して遊離に成功した.

ム鰯鱗アメリシ吻ム駿聰鮒此i棚触19似

締吻リヌ約にア大学のシｰ恭一グら媛塙がサイクロト

鱗ンで搬漣したヘリウムイ球ンをウラン卿Uに当てて

鰍〔雛)登袴た名称はA鵬τ三｡aに因む.�
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A亙18アルゴン鰍鮒双1784年イギリスの

キャベンデイジュがその存在室予測し1894年レイリｰ獅

とラムゼｰが窒素の此露翻定帝紀発見し翌年盗気を独

黙した銅の上に通して酸素を取り除きさらに加熱し花呼

グネシウム中に導いて窒素を敢りアルゴンを分離し得た｡

何物とも反応しないのでギリシア語のargoS(なまける)

から名づけられた.

地鵠ヒ素雛蓄鰯董鐙最も苦くから入額紀そ

の存在を知ら牝施物質の五つで紀元前勘年頃アリスト

テレスはSandaraCh(現在の鶏冠者)の毒性紀関して記

述しており紀元至世紀にはディオ汲臓リデスやプリ潔深

が鋤曲i興entu臓(現在の雄黄)について述べている.

従って還元昇華によ算金属ね繁登得るこをはかなり早く

から知られ仰沈と思われるかを素を禿索と認め花のは

ヘンケル(王725)一以後でベルツ鉱リウスに嚢嚢は篶めて

他元素との化学鐙的関係が明らかにされた｡名称はギリ

シア語のarSe一泌OS(剛勇)からきており他金属ぽ対す

るヒ素化合物の作用から命名されたものであろう.

A重85アス紅チン鯛鮎曼鵬脳0牢洲

フォルニア大学の藏ルソンら3名がサイダ洞いン帝で

ビスマスにヘリウムイオンを娑てて洲〔艶〕を得た,α崩

鐘しやすいので1艶7年にギリシア語の籔搬繍(不安定)

から命祖語尾の如eは他のハロゲン禿素に従りてつげ

愁ものである.

底灘鰯金馳蝸鋼ぽ次いで背くから人類にそ

の存在を知ら杓淀金属ですで悠項籍時代の艦物刺こ金淋

先出さ批乱細淡国で金か初めて発屍姦れたのは聖斌

天皇の御宇天軍2工年(?酌で陸奥園小嗣郡か蔭兇閉妻れ

たことカミ続目本紀に記されている.語源不詳.元素

記号はラテン語のa皿㎜(朝の光)に由来する.

澄5赤箏轟bor④巫古代エジプトでガラス

器の製造にホウ砂ポ融剤として用いられてい花らしい冊

王808年イギリスの化学者ディビｰが*ウ酸溶液の電解か

ら無定形ホウ素を得ほとんぎ同時終フラン派⑳ゲイ･リ

ュサックとテナｰルとが添汐酸をカシウム墨姉熱してホ

ウ素を得た･名称はホウ砂(bOraX)が白いとこるから

アラビア語のb鮒網蜜たはペルシア語の腕r曲(共に蕪臼

への意)に飽来するらしい.

遜鑑磯バリウム蝕鮒細㎜工6鵬牟滋シ泳饒

ルスが当時beaWSp鮒蜜花は脱王Q蜘1鋤鞭燃(魏狸の藍

晶看barite)といわれていたものを可燃性物質と共紀灼

熱するとジン党を発することを発現､工η遂牢ス労盟一チ

ンの化学脅ジエｰレ秘嘩ン稼ン鉱刷こ硫酸を作燭慈遮て

生㌫淀不溶性塩がそ扱と圃篶物質で瀞る㌫を登鋤簑窯花

heaVy鞭鮒がカルシクムとは異なる金属の鑑で鳶るヱと

を確かめ比重秘大きい墨ζ励沁ギリシア講の瞼鰯

(重い)より命名した･さ蔭に蜘騨ディビｰ鳶弾体

を遊離した.

跳ゑペリリ帝ム㎏鑑鞭塁蔓触鰯ユ?97牢フ茅

シスの化学煮恭一クランが緑桂宥がち酸化物を碍それ

が背昧があるのでギリシア語の鐙1蜘鵬(嘗瞭)から創㎜一

｡iniumと命径鳩28年ドイツの化学者ぺ一ラｰ淡その

醐

塩化物をカリウムで還元して不純な粉末を得含有鉱物

である緑柱看(bery王)からb蝋跳㎜1と名づけた.

総ビ黒マ夙賊臓流h15世紀頃までほ

鉛･スズ･アンチモン1顎鉛1銀などと混同されていた.

パラケルススははじめて“Wissmat"および“Bisemutu㎜"

という名称を用いぽとんど同じ頃アグリコラは“Bise･

狐リtum"が鉛やスズと異なる金属であることを述べてい

るが正しい化学的記述は潔シト(エ739)やベルツェリウ

ス(1826)はる､英嶺のbi搬搬独名のWis醐滋

などの語源はは棚湊りせずシ瓢ネｰベルグ鉱区の葦原

(W1搬)紀対し擦掘許可嫌願(煎滅艶)した鉱山(W量紗

総n㎜ut独篶纂)帥㌔金属(曲s㎜a竜)白い鉛(b工e鶯we1竈s)

さらにアラビア語の徽童ssm置紬tなど穣冷様冷である.

坦k駅バｰ祭リ吻ぷ馳砥銚畿鰍王949年

カリフ攻ル㌫ア大学のシｰボｰグら3名がサイク隠ト買ン

中で加速さ虹花ヘリウムイオンをアメリシウム湖A㎜紀当

てて郷〔鰍〕を得た.名称は大学所在地殻淡幽y紀顧む｡

趾35纂繁加纏鰯量蝸蝦嬉締シラン派の薬剤

士バラｰルが地帯海でとれ花海草から驚ウ素を分離申に

轟児.最初は塩化慧ウ素と誇吏たが塁年後に新元素で

あること登如りた､閥寧ゲイ岳リ風サックはギリシア講

の瞼⑪㎝㈱(輿気)か島お㈹鵬(仏名)と命名するζ表彰提

案しバ繋一ルの同意を碍花山

竃巌繋総幽搬無定形炭素1看鐙1ダイヤ

そンドな竺3つの同素体か釣られてい繍蔓無定形炭素が

緑も酋くかち鋼られ順看器時代に物鎌を描く怒めば儀わ

れ恕黒亀塗料は山火壊で黒焦げ蛇な棚液巌麦恩われ義由

看鐙は雲母やそリブデン鉱;物と混閥されておりいつ漿か

ら釣られるようになっ淀か醐蔭かではない.ダイヤそン

ドは滋ジプトの古墳から繊圭する装飾綴の幣にみられるが

至772年茅斌アジ菰は汰陽施線を集沈してダイヤそン脈

照射し二酸化炭素を発生慈ぜその本体が巌素からなるこ

とを釣り慈らに工797準イギリスのテンナントが炭素の

みからなるごどを示し淀.雀称はラテン語の｡航脆鵬㎜

(木炭)終由来するらしい苛

脇鮒蒲ルシ汐ム鑓墨鎧油蹴勿ルシウムの

炭酸塩で義る看灰看や碗酸塩で駈る膚欝な蔓は背くから

建築材料をして屑い島れてい花山塙称もラ矛ン語眺a岐

(須灰)紀爾来する､金属登遊離し彪のはイギリスのデ

イビｰで醐7年融解し花酸化物ルシヴムを酸化第婁水銀

の混合物壷電解し藍じ花漁ルシウムアマル城ムから水銀

を蒸発させて遊離紀成功し淀.

Ca遂8釣ダミウム鰯δ㎜触畷ユ8W年ヂ

イツの化学蕎スト隠マイヤｰは白色顔料として用い島れ

ていた亜鉛筆壷焼くと黄編色紀変わるものがある刎こ気

づきこれから新元素を発兇しギリシア謙の㈱d鵬三註

(醒鉛華)かも臨赫沁㎜(独名)と名づけた.

C憲嚢8金リ吻為籔繊細蹴王803勾玉スウェｰデ

ンの化学煮ベルツ肌リウスと将イツの化学脅クラフ胃一ト

とがそれぞれ独立にスウ酪一デン産の王鉱物(至年後ぽ

セル局(附i宜e)と名づけられ花)から酸化物を得エ80峰�
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に発見された小惑星C㈱暮に因み鮒i鼠と命名したが

1839年ベルツ肌リウ黒の門弟のムｰサンダｰ秘そ凄℃からさ

ら1けジ賞ムを含独3つの売索を分離し花､

Cf98カリ旅'レ箕曹姦

鐙銚董愛簸蔓猟触鰍

めてKobalt(独名)なる名をつけた,

晦災ク鰯ム曲鰯鰍触鰍王797年フランス

の化学春嫌一クランとギイツの化学巻クラヅ慎一トおカ茎そ

れぞれ独立にしかもほとん淳同時紀シベリア産の夏鉱

物(現在の紅鉛鉱)中に新元素が存在するのを発兇しそ

の塩類がいずれも特有の色を塁するのでギリシア語の

則wo醐(色)かち｡b㈹獅穫(仏名)と娼づけた｡のち王859

隼にべ一ラｰが無水塩化ク漂ムをカリウムで還元して金属

ク1コムを得た.

c嚢闘セシウム

獺鯛油繍(米国ではε鰯i双磁)

碗鰯鰯鰯騨鮒最も古くから人類に知られ

恕金属の五つで総元前約8000年頃に新石器人に発見さ

れ液をい婁泌てい私妻効頓では弥生式申後期(互～

簑棋紀)の遺跡か蔭銅剣録涛銅弐な淳か出土してい

孤曇効糧で鋼梯産蝸し花のは文蔵天塾婁隼(鑓魯)に

顧幡坤周防から銅鉱秘元明茨盛の和鋼元寧(7鵬)紀斌蔵

團微父郡か蔭和鋼か産し施記録が続目本紀にみら叔る.

名称は苗代の鋼産地C抑r鵬に由来するらしい｡

泌裟鰯彰スフ鰯シウムa粥籔鷺Φ8ヨ双鰯

エ鑓6寧フ㌘シスの化学者斌ア恭一ドランがホルミウムの

酸化物のスペクトル分析の際に見出し分離困難であった

ためギリシア語のd鵬prOsitos(近づきにくい)から名

づけ淀咀

晦鰯災浴ど咳姦鐙曲細鰍スウ鷺一デン

の化学者ムｰサンダｰが工艶3竿にスウ鴉一デンのイツテル

ビｰ(Y娩rby)地方産のガドリン局から新しい酸化物を

得鉱物産地に賜みter瞼と名づけ1860年に“erbia"

と改めたごれは混合物だと妻)かりフランスのマリニ

アック淋至878年にこれ毅筑ルビウムとイッテルビウムとの

酸化物に分けスウ醐一デンのクレｰべはエルビウムの

酸化物をさらにエルビウムホルミウムおよびツリウムの

酸化物に分離した.

脇峰カリフォルニア大学のギオルソら績原子核爆発の

破片刺こ新元素秘含婁れているのを確認し有名な理論物

理学巻アルバｰト1アインシュタイン(蛾鮒出)紀因み

合名し液串

理職鑓ユｰロピウム棚蝸が泌腿王896年

フランスのドマルセｰカミ酸化サマリウムの試料の申に発

見分離したドマルセｰは命名の理由について何も

述べていない秘おそらく=餐一憤ツバ(R雌｡pe)大陸に

鰯ん潜もの菱恩われる.

双欝フ汐繁馳⑪凶鰯鐙石が鉱肩なぜの融剤

として有効なことはアグジ澄ラか初めて鳩29牢に謁載し

た醐峰ユ胤r冷ベルクのシュパンクノ㌔ルトは螢

宥の粉末に硫酸を作用させるとガラスを腐蝕する蒸気が

出ること紀気づきスウェｰデンのシュｰレはその加熱蒸

留して碍淀液を1つの酸と考え螢石酸とよんだ(1771).

当鱒ずぺての酸は酸素養1含むというラ飛アジュの説秘流行

して為夢この酸も含酸素化合物と籍走られ花がフラン

猟の物理学者アンペｰルが酸素を奮護ない酸としてこ

晦雛鉄虹｡双紀元前6000～7000年のエジプト

1鵬いて篤そらく隔鉄を利周したと思われるのが人類�
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する｡

趾87フランシウム萱脇鵬触馳王939年

フランスのペレｰ嬢カミァクチ員ウム22テ棚Acの約ユ男が

α崩壊し獅漱AcK(服)とな聾その半滅期カ迦分であ

ることを確かめ貞国名ぽ因み称名した由

臨31ガリウム幽亘亘宣唖㎜1869年にメン

デレエフが“ユカ･アルミニウム"と予言した元素で

フランスの化学者ホァ赤口ドラン渕875牢にヒレ寿一産の

閑盟鉛鉱のスペクトル分析中に発見.自国フランスの吉

名G急脳から命名.

⑱奄ヨ茎触菰トリ黛カム露盤鍾蟻蔓量鰍置滋鍛工880

年フランスの呼リニアックがサη㍑勢一着から抽出分離

し6年後にフィン受ンドの鉱物学者ガキリン(G霞鮎in)

紀顕み命名山

脇32ゲルマニウム8鮒脳鋤紬触1869

ユ0年前に発見されたガリウムに対抗して名づけられたので

おろう岳

颪1フ!く…萎餐血:ア磁更⑩露⑧亙ユ765差芦イギリスの等ヤ

ベンディシュは鎌亜鉛錫な導の金属紀稀硫酸坤稀

塩酸を加えてガスを発生さぜこれが大気申で燃東る淀め

亙霞菱ヘリウム貼夏触鰍工葛鵠隼イギリスの

ジャンセンとロッキャｰをが太陽の彩層の黒ヘクトルを

撮って見出しギリシア語のh嚢王室鵬(太陽)から名づけ花,

圃董

盈霧80水銀臓鍍欄鞭紀元前鴻00～工餐00隼

質の中国やヒンダス地方などで辰砂カ葦しばし凄紋色顔料

として用いられてい花がご抗か島金属水銀が縛られるこ

と1ま紀元前薯｡o隼頃はむ紡てギリシアで細るれ淀.名

称は惑星の水墨(賊蹴鮒y)紀潮来し元素記号は多テン

語のbydr鮒駅㎜ユ(銀の水)から取りだもの.

盟鰯醐琳ル黛吻ム鮎瞼童級鰯ユ幽3年ムｰ

サンダｰ於{嚢搬薮蝸を名づ1ナ花ものをエ8?9牢スウ賦一デ

ンのクンｰべ秘ホル慧ウムエルビ賞ムおよびツリウム

の酸化物に分離したが1886年賦アボｰドランがさらにそ

のホルミウムの酸化物がスペクトル分析からホルミウ

ムとジスプ灘シ賞ムとの漁合物であることを明らかにした.

名称はスウ訟一チンの首都ストック約レムの音名葺Olmia

ぽ園触､

趾

臨脇㌘リプトン賊珊青搬エ898年イギ

リスのラムぜ一とトラバｰスとが液体空気の分溜から発

現し大気牢に慧わめて微盤紀しか存裡し伽･のでギリ

シア語の㎞蚊疎鯛(隠れたもの)から名づけ危､

サンダｰか積禿素鉱物の五つである食ル看刺ζ含婁れるこ

とを発兇分離国難で謝り浪花めギリシア講のiantha一

服㎞(隠され液)から名づけた.

L量霧リ繁カム〕量伽i駿鰍181?年スウェｰデ

ンのアルブベドソンかリシア雲母から抽出.鉱物にの�
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み含まれると信じられていたのでギリシア語の!ithOS

(肩)から名づけた.

ム双孤ル繁繁㌘ム晦細嚢触鮫ユ878埠にマ

リ黒アックがイッヂルビウムの酸化物の分離ぽ成功した

がのち紀それ秘イッ矛ルどウふの縫かに漸元素を含む

ζをカ婁オ㎞ストリアのウ燃タシ渓ノ寄ツノ㌔とフランスのユノレ

バンを1はゆて明らか紀蜜れ花(工9⑪?)｡彼らは皿ルハン

の出身地で勅るパジの酋名L磁董囎から工滅納皿醐(仏名)

と名づけ花田

腿泌1蛆メンデレビウム鰯鰻烈出創eマ蔓珊㎜

蝸牌ギオルソら獄アインス勢イユウム鰯跳にヘリウ

ムイオンを幾てて鰯〔工0王〕を碍花､名称は管シアの化

学者メンデレ皿フ(醐鋤細亜籔鮒)に鰯な｡

逓獲嚢董慧鷲グ率シカム鰍脇霧搬霧思量脳亙睡]695

牢イギリ渓の隆節グリ楓一はイングランド東商部の

助郷倣綬薮る湖水ぽ含濠扱る塩類が下剤として効果の

あること紀気劣慧それが恥鱗鰍餓至宝と陣ばれ広く用

いられ淀中岡じ環搬鵡鵬嚢童嚢憲玉瞼(M登駆鵠滋は小ア

ジアの五都帝名で元素縞もこ棚こ南来する)と蹄ばれる

自省粉末か同じく下剤として知られてい次かの葛に両

替が同じ金属の化合物であることがわかった｡1808牢イ

ギリ渓のヂ々ビｰ秘呼グ率シウムア環ル対ムから水錐

を蒸発意澄て遊離組成功し免.

餓澱鱗繋ン煮ン鰯鯛騨鯛繊古くからガ

クス製造の際の色相剤(少鐙のと慧)や着亀剤(多量のと

慈)として用いられてい花淋その本体は不明であった.

その鉱宥熔翫搬鵬滅狐登呼ばれてい淀か磁栓秘ないの

で狐籔慧搬§§童澄(携妻…偲註の侮るものを亘a遵三養鰍霞慧皿蔭s池sと珂…

んだ)をい細れ花簑蝸駆鶴三石眺緩(将グ車シ学ムの項

参照)に対し醐靱鑓麦鐙嚇駁竪(黒呼グ率シアの意味)

と呼ばれ危夢種冷の名称カ痔吏られはなはだ複雑であ

った,それ秘互η屡年シ狐一汐紀よりて鉄馳減鶯玉nが

未鋤の金属の酸化物で論るζ肋確認慈れ岡牢ガｰン

1はり遭蜘㈱をぬお巌兼麦毅澆ぜ危もめを高熱して金

属壌が得られ花,最初この金属は職騨鑓三u鰍を呼ば

れ花り厳鰍滅搬服総1なεの塙称がつけられて混乱

したがユ8⑪7牢クタプ斌一ト秘この金属元素紀M登鴫an

(独名)と璃づけ獅&騨轡幽豊王b種の主蔵分元素蜜柵鳩ne･

Siu皿(独名)と呼びそれらが今員凄で踊いられている,

り出すのに成功し3年後}α蝋ルム秘その酸化物を炭

素で還元して金属蜜遊離し花.名称は醐｡1y闘鯛蝸に

臨来す肇佃

N菰鯛ネオジム鵬⑭伽㎜遣汲鰯王885年ウ

猟ルスパッハはもを五つの元素と考克られてい花ジジム

(胴y燃三鶯狐)の盤壷研究し婁つの元素に遊離しその1

“)をギリシア著菩のn琶OS(新しい)十出8y醐㈱(双兜)から

Neodym(独名)と命名した.

鷲餐:i一⑭率沫:ノ燃欝蟻澱1898年ラムゼｰとトラ

バｰスと泌液体空気の分溜から新しい不浄陸ガスを得

ギリシア語の蛇｡§(薪い㌔)から命名しだ.�
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年カリブオル其ア大学の呼ク薫ランとアｰベルソンとが

ウ苧ン237Uを中性子で衝撃しその捕促反応でこれを得た雪

原子番号簿肋ウ受ンが慈墨の策玉墨(眠鋤鰯)か島名

づはられ花ので原子醤暑93のこの元素は海£墨(N鞭

t㎜e)より命名された.

○蟻

P15リン曲08威服飾1669牢ざイツのブ茅

ソトか人膿の中から検出した｡暗所におくをリン党

を発する⑳でギリシア語の曲㈱曲⑪蝸(施塗も淀らす

もの)より命名.

源不詳.元素記号は茅テン塙泌跳繊醐に出来する.

囲蛾パラジウム腿晦鮒㎜醐ユ803年イ

ギリスの化学者ウ汰費ストンは白金鉱看から塁つの薪元

素を発見彼の友人が当時小惑星賄五五鰯を発見した

のでそれを記念して一方の元素に陣脆ふ鶯醐と名づ

けた.他方の元素は曲⑪ai鰍と名づけられた.

恥馳嚇鰯鴛ウム騨夏鞭蓋鰯ユ89騨勢黒ヅ

夫蜜は薫ア珪ムス夢一ル産のヒッチヅレントの分析串

どスマスと織化物をして共沈する部分から新元素を発兇

し夫人の生鰯恥玉鋤δ虹ちなみp曲曲搬と命名山

酔鰯プ讐恕球該ム騨鰯翻細鰯蓋滋鰍

鵡85年ウ鰍ル派バッハは今護で五つの禿素と考えもれて

い花ジジム(磁如鮒沁醐)壷隻つの元素からなるとしナ

トリ賞ムでその塩化物を還元し遊離ぬ成功し花宝鑑類

の色からギリシア語ゆ鰯三鰯(縁)寺搬卿鰯(双児)

よ夢命名山

跳鷲自禽誠綴竜瞼滋鰯エ6世紀ぽ南アメリカの

.Rb珊n琶｡の川砂中に大鉱床が籍屍慈れ認識され流した

カ茎1750年にブラウンリックがその科学的研究をはじめ

同等イギリスの化学者ワトソンが未知の工薪金属である'

ごを登確証し概脇嚢馳猪はん怒咄蝸3牢シャバニ

凧一は不純ながら遊離に成功し醐弾ウ漆ラストンか

パラジ賞ムと獺ジウム蜜分離し純粋な金属を得た｡ス

ペイン籍で銀毅P呈器籔というので最初泌童豆醜de1

P三滅Qといわれてい危がのち副磁玉磁(語尾は小さいの

鴬)となりこれが元素名をな郷た｡

茅ン元素の簑も禽然界紀極微量存在する膿一のもの.

エ銚0第ソｰ栄一グ島遠名はウラン理婁#訂⑳璽陽子による

衝撃で作られ淀螂跳の形で籍蒐.婁隼後愈篇ンガム

とウ幻け一をが鰯馳の遊離ぽ成功し淀.鍛番ウラ

ン鎚番ネプヅ器ウム紀続く鯉欝資の添乗芯から惑星の

纂歪星(別砿め)よP命名(ウランおよび率フッ㌫ウムの

項参照)｡

脇雛ル緒ジ吻ム蝿賊餓徽鰯工86工年ブ

ンぜンとキルヒホッフと稚リシア雲母から抽出したアル

カリを調べているうちに焔光スペクトルで婁本の赤い�
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線をもつ塩を得･スペクトルの色からラテン語の脳bid鵬

(赤)より命名新元素とした皿

Re鷲レニ市ム曲餓触麟

エ鰯牢㍑ツ

簸澱畷繋障ン聰磁鰯夏9肌牢トルンかラジ

ウム試料刺ζ存在するこ当愛発見職滋泌肌撒鋤勧tiOn

といわ牝たとこるか蔭瀦伽慧と命名し花昔

澱液

の愛発兇し名称はそのま裏醐出e鷲呈砿搬とした,

滋イ球吻鯛賊醍(糞鰯では鰯蔓賊甑)

ずで紀先史時代に発鳥慧杓てい花といわれ淋一陣一の詩

紀鞘毒紀麓わ杓てい花ことが欝かれている血は篶めて

元素として分離し花のはラ城クジ艶(王榊)で玉809年

は釜りゲイリ裁サツタをテナｰルと秘元素であるこ

とを証明し花.名称はラテン語の竃泌倣(燃免る石)

に由来する｡

メンデ汐皿フが虹か淋ウ素竜と称しその存奮を予

書し淀もので工蓼79第スウ楓一デンの黒ルソン秘皿一ク

セン積の化学分析の結果新しい酸化物を得Sc鯛δi貝a-

vi鼠に顧み雛鋤搬と命名しだ､

畿顯恕レン鑓蔓鯛触鰯ユ817年ペルツェリ

ウスが硫酸製造所の鉛室沈積物中に見脱し地球を意味

す義テルル紀対麻してギリシア語のse1ene(月)から

名づゆた血

糊滋午イ素霧量晦｡双Si02はヒウチ石や

水羅な隻として喜代人紀釦られケイ砂は古代エジプト

でガ茅ス製造材料をしで用いられてい淀秘S三〇毘は1

つの元素み恩勇)れてレ吹｡これを酸化物と氣づいたのは

茅泰アジ瓢(エ?雛)でついて至807制ζペルツ楓リウス

秘鋳鉄剤ζ金属ケイ索梯遊離しているの愛発展し16年

後紀フッ化ケイ素酸劣ジ咳ムを金属勲リ賞ムで澄元し

遊離に成功した.

元素記母はラテン語の搬㎜u㎜に爾来する.

翫鰯スト原ソチ吻ム震細鯛量瞼燃

至7蔓O牢ク繍賞フ泳一戸と幻りツクシヤングとはイギリ

黒のアｰゾルシャｰのS肋搬搬で屍出養れ花新鉱物秘

1新金属の塩であることを確認し発見地紀顕みその鉱

物をSt蜘ntianiteそれに含まれる新金属元素を甑脈

言量㎜ユと名づけた､のち1808年デイど一がその水酸化

物と酸化第2水銀をの混合物を驚解し遊離紀成功した.

慨露冒警楽ン象ル竜曝滋量数量滋燃鷲0婁隼スウユ

ｰデンの孤ヅケペリｰが稀土類詮含む鉱物か島発見.

その酸化物が普通の酸や水に溶桝ζくいので水中把浸

リな秘ち水蜜飲むことので藩ぬ責苦にありたというギリ

シア紳講のぜウスの予丁蜘劔｡壌紀顕み命名,

皿滅嚢という名蜜つけ危秘のちユ843年ム}サンダ岬は

これを窓らに菖つの金属酸化物に分離しそのうちの1つ

に敏b童綾と名づけ花ヨ

慨襲逮嚢予妙率繁曹ム董鰻襲ぬ滋嚢重量双鰍ユ937

隼勿ジフ攻ル品ア大学のセダンとペリ皿〃とがサイク回

ト類ン率でそジブデン紀璽陽子豪衝鑑奏せて宴宴〔43〕を

籍た人工榊ζ搾られ花売素なのでギリシア語の

蹴脇跳§(人工の)から名づけられ淀｡

衡饅墨塁労ル2診嚢eヨ蓬滋武腿鰯W82年ジッヒェン

診狐索イン秘丁聡鯛y玉va曲の金鉱石に含塞れるのを発�
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見しme側1um阻｡b至琶鰍騒脈破臓畿たは経以τu倣鱗臓あ･

x㎜と呼んだが16年後にタラプ瞭一トが遊離ぽ成功し

ラテン語のteuuS(地球)から丁副岨(独名)星名づけた.

賢叡9⑪トリウム繊肚量畷鰯ベルツェリウ

スはスウユｰデン産の対ドリン看から新しい酸化物を抽

出し北欧神講の箪紳Thorに顧み泌⑳更正鼠と塙づけた

(ユ8!7).の彰紀これを再び検討しジン酸イットリウム

と誇麦を改め花｡しかい螂牢稜はノルウ燃一蓬の工新

鉱物登研究し最初の出鮫三護と同じ物を得刺洲新金

属元素の酸化物だと確認した.

蛸鯛チタン搬蜘胸軸1789年イギリスの

ダレゴｰ刈愈禽團滋ンゥ療一ルのM鋤ach鋤地方産の

砂鉄肉から酸化物として摘出しそれ愛含む鉱物を鵬nか

｡㎏ぷ艇冠素名受節鋤艇厳漉をした､一方ぎイツのク

ラフ酒岬トは王?馳制ひψガジｰ産の金絃宥の緯成を研

究中に新元素を発見しギリシア神話苧の競紳で彩る

Titansに因みTitan(独名)と雀づけ花がその3牢

のちクラブ賦一トはチタン鉄鉱を研究しているうちに

丁三重狐とグ汰ゴｰルのいう㎜黛鯛｡腺餐とが同一元素だと

気づい花山滅籔鯛｡h鋤三室eという鉱物はチタン鉄鉱にほ

かならなか惚淀わはであ蕃.なお19王O寧ハンダ…か四

塩化チ夢ンを金属ナトリ賞ふで還元しチタンの遊離に成

動し花.

亙18エタリ白ム総軸至施触186王竿イギリス

笹磁69ツリウム倣拙触澱18遂3率ムｰサ

ンダｰが甑b玉置と名つは花ものを1879年タンｰべが3

元素の酸化物に分離し･そのうちの1つの元素にラテン

語のTh側e(北極)からth刮玉弧孤と名づけた｡なお

低の2つの元素は皿ルビウムおよびホル嚢ウムである.

著J92咳讐ン級変貌腿童畿鮫エ?8婁辛斧タラプ灘山ト

がエルツゲビルゲ産のピッチブレンドが島酸化物とし

Y鵠バサ茅ウム繁綴鰍蹴搬徽鰯瀦｡夏牢メ勢

シ貫の鉱物学者デルりオは自国の滋鵬碑nの鉛鉱看

から新元素を発見しer苅㎞o㎡皿独と塙つは花が逸事

の女神y鼠nadisに因んで禰nadi口孤あ飾嶺した吉ζ

れより少し前ドイツのべ一ラｰはメ勢シ灘望玉狐鞭鮒

産の1鉱物から新元素を見出しそれが籔械流資棚玉㎜

と同じであリのち凄ζ}に鮒洲玉湖伽nユと蝸n拙iu㎜

とは同じ元素であることを確認した秘病気のために彼の

発表が遅くなり蝸蝸d至㎜皿がこの元素名となった.

に南来するが卿服鰍1teの名はスズ鉱山でこれか存

在すると黒ズ精錬ぽ潟げるスズの回収秘少なくなる淀め

紀スズ塗む慧ぽ夢臓簑ものとして概破一五瞼(狼のよう

な)から派生し花謡といわれそいる｡

とトラバｰスとが液体墾気の分溜1はリ遊離に成功し

それが大気中紀微量にしか存在し似･のでギリシア語

の災鋤鰯(兇なれぬ人)から縞づけた､

Y3撃イ以トリ咳ム批鮭触鰍17跳年フィ

ンランドの舷物学者ガドリンがスウ黒一デンのY重艇曲y

産のエ鉱物(ユ800牢記餅ドリン項と嶺づ1花れ淀)から

新しい金属酸化物蜜摘出し警隼後漢夢撹榊チンのユヅケ

ベリｰもこれを確認し鉱物麓地紀困み跡繍鼠と名づけ

た.蝦3年紀な夢義一サンダｰはそれをきらに3つ

の元素(イットリウム里ルビウムおよび矛ルビウム)の

酸化物に分離した.

伽蜘ジルQ二咳ム曲ε⑥n1鵬1789年

クラフ管一トによりゼイ管､ン産のジル饒ンから酸化物�
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として摘出され18脳年に至リベルツ風リウスにより

フッ化ジル頂ニウム酸愈リとカルシウムとの加熱で単体遊

離された｡名称は鉱物嶺の扮簑｡心蛸来す肋蔓扮｡概

という名はペルシア語の姦鮒慧醐(讃金色の宝石)から

きたものと思われる.

1新刊紹介1

;地下の科学シリｰズ蝸

球一ツィリ樹吻ツパｰ鉱康入閥○)実例驚

看原舜三著

斌一フィジｰ勲ツパｰ鉱麻は鉱薬榊ζはもゆ&も璽翼な銅

鉱床のヱつの型で学閥内剛ま二次硫化物當化作用水紀窟む

呼グマの閲結末期の間懸鏑礫パイプの成国熱水鉱液の有脈

頁岩をの反厳などに関連ねて講外團芯は一般⑳地学関係誇

1は'く知られているが妻)が團刺批批譲で紀襲と濠鷲淀謁述

かな慈れていない,ごの本はそのぶうな不備な点数潟ぎなう

だめに栄一ソィリｰ愈ツバｰの書葉淡発生し現裡でも鉱床

例と諸研究鎖もゆをも勢いアメリ滋合衆国を中心に蜜とめら

れ施もの⑳前篇滞駈る｡

実例ほついズはすで紀?鉱床か昨年の地質黒ユｰ刺ご紹介さ

れだ秘今回の実例篇ではごれらに加繋されさら1ご工8鉱隊茄

追加されでい慈昌ごの鑓鉱床は翼程稼行嘩のものに閥もなく

企業化されるもののすぺてで細るといってよい,アメリカ

禽楽園締メ勢シ灘の泰一フィリｰ労ツパｰ鉱廉は遼寧紀出版

蜜れ施r繭衝部耽米大鰹の栄一フィジｰ労災パｰ鉱瞭(アリゾ

ナ大学発行)Jをけメリ湾含鍛騒の鉱殊(A夏滅箆発狩力終

地その多く壷鋤る芝㍑沖慧繍菱文献秘人事し紅くいも

のもある白ζの実例徽ごはそのぷうな一鉱床も含勘蔭れている

か蔭更級でその金体壷隠棲蜘るζと躯で蜜る.

蟻例の夢ちいくつか1饒いて熔現地を訪ねて文献湾孫鯛な

魚を確かめる欝カ秘な慈扱施封副踊文献終はで慧蕃繍茅串

並駒な謂載秘灘妻勅議讃愈蛇批馨杓⑳並揚懇嫌一潔イリｰ勲

汐払鉱隊塾総橋す蕃綬便剃な秀一深浅潔夢終健蒐る笠錫秘

鉦蔭批芯を鴻｡蜜滋繕舵縁濠潔㎞災々リｰ勿ツパｰ鉱康の

鋤識蜜必翼お篶勧㌔議替締･漢蔓潔裟慧⑳閥騒蜜激簑議諸熔

適切な指訴鳶薄幾蔭瓢茨曽鳩山一糠駒漆鏑識を僧衣花蕩怒

ζの漆は艦諦曇怒揃爽瀞泌⑳⑳夏笥で務葛を懸棚偽百

また元素が発屍された年代添文献によって異なる

ことカ婁あった｡これは元素を化合物として発屍した

のか単体&して兇出し危のかということが混乱しあ

い凄いになる場合力嶋ると思われる.もう1つの原因

､としては口頭で発表された年を発見年とする場合と

何らかの印刷物として公表された年を発見年とする場合

と淡誇免られる淋それカ瑚記されてないために生ずる

混乱麻考えられる拍書らは古くから錬金術者達カミ

それぞれ秘癌主義の申紘生害てき淀のでそ勢い受点は

も元素の発屍の年代カ麦はゆきりしない原因秘齢るを思わ

れる辛

いずれ燃しても不朗な､燕が多く不備な個所もあるか

お恩多岳誤護りを擦摘し新知識をご教示下慈れば幸

いに思う拮(鎮者は鉱繍)

瀞籍臓襲春一ソ4賛…勲潔パｰ鉱瞭入間(蔓〕実例編

幾術ラ矛イ渓歓棟京都豊島墜灘葡ケ答喜一難一遂)

鑓碗洩欝糠式会歓丁轟五(鋤撒一ゑ?48

麓橘逮嚢§円

ギ地吏･書塗物J大森昌衛編

本書は地球科学の大系を最も新しい素材によって説こうと

する講座(全工婁巻)の警らの夏搬で謝る串それだけに従来や

やもすると陥りやすい項禺羅列主義を削夕爾一的な形式をふ

まず今買の問題点をふくむ重要な窒魑紙幼ぺ記述を展開し

ている.

まず幼層1化看と古生物1古生物の遼循1鋤鰯と岩石の年代

の4鰯紀大郷慧れその各々の申で研究者禽蔭の繁験と誇察虹

もとずい花記述秘行な勅れている咀地典批准感穰淳学を幸

心とする地質時代別の扱い茄多いの添鰭で麺惚淀苗をこるが

本書では堆積輸鰹･堆積岩の諸属性的堆積岩の生成環境等々

いわば堆積の本質から眺めその動的な蛮せんの艦種毅鯛らか

にして地史を組立てるぺ慧であるとい弩意関秘示蜜淑ている

ようにうけとれる.しかし扱っている素材は身近楼具体的な

ものをとら史,ているのでよみやすい辛

化看と古生物の項では化看の成因･意義･古生態学など紀

ついてあいまいであ乃流点をはっ巷りとさせている焦は専悶

以外の人命のために大いに参考紀なると恩わ加篭曲酋塗物の

速化の分野ではいうまでもなく化剤こよる手掛蝸濾襲懇ある

がとく紀そのうちでも脊椎動物ど植物ね麗織鴻秘れている.

進化の問題についての議決剣の解説と共熔忽の婁つの系列の

内容がよくうきぼりにされているといえよう.

岩有の年代について私危ちはむしろ各種の測定の結果定たよ

るという傾榊畷近つよくなっている一乗淀して狼よりて

よいものか妊うか漆欝の終りにはこれらの各方漆紀ついて読

者はそのよ簑ぎこる紀ついて知識を走ることがで意よ今佃

全編を溺㌫てい免るご麦はこの種の内容を艦含葦)せ施著作

は今費凄で義嚢曽規蔭杓なかΦ花もので平易な引用実例と

共紀地質鰯律学研究讃ばか夢でなく関連研究者の花めに

役紀か)今簿の釦識登専免てくれるものである,

災並繊臓糠或会散地球科挙講座1⑰

工遠0⑪円エ969.1月発行�


